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【公表番号】特表2013-539687(P2013-539687A)
【公表日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-059
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物から体毛または剛毛を除去する装置であって、
　長手軸を有する第１の円筒体と、
　長手軸を有する第２の円筒体と、
を含み、前記第１の円筒体および第２の円筒体は互いに近接して配置され、円筒体のそれ
ぞれの長手軸のまわりを反対方向に回転することができ、前記装置は、
　前記円筒体の長手軸に対して第１の方向で前記第１の円筒体の一部分に巻き付けられ、
さらに、前記第１の方向とは反対の第２の方向で前記第２の円筒体の一部分に巻き付けら
れて、前記第１の円筒体が前記第１の方向に回転し、前記第２の円筒体が前記第２の方向
に回転するときに、細長い挟み込み部分が、前記第２の円筒体との間に形成される少なく
とも１つの可撓性材料シートをさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、前記第２の円筒体は、歯を有する表面を含むことを特
徴とする装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置において、前記第２の円筒体は、テクスチャ表面を含む
ことを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の装置において、前記可撓性シートは、歯を有する
表面を含むことを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の装置において、前記可撓性シートは、テクスチャ
表面を含むことを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の装置において、前記第１の円筒体は、歯を有する
表面を含むことを特徴とする装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の装置において、前記第１の円筒体は、テクスチャ
表面を含むことを特徴とする装置。
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【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の装置において、前記可撓性シートと接触する少な
くとも１つの増設円筒体をさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置において、前記少なくとも１つの増設円筒体は、前記第１の方向
でその長手軸のまわりに回転することができ、前記可撓性シートは、前記第１の円筒体、
第２の円筒体、および少なくとも１つの増設円筒体のそれぞれと接触するループを形成す
るように前記増設円筒体の表面と接触することを特徴とする装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の装置において、前記少なくとも１つの増設円筒体には、それぞれが前
記可撓性シートと接触し、長手軸のまわりに回転できる少なくとも２つの円筒体が含まれ
ることを特徴とする装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置において、前記少なくとも２つの円筒体は、前記第１および第
２の円筒体に対して位置を調整できることを特徴とする装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の装置において、前記第１の円筒体は、前記第２
の円筒体の直径よりも小さい直径を有することを特徴とする装置。
【請求項１３】
　請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の装置において、第３の円筒体をさらに含み、
前記第１の円筒体は、前記第２および第３の円筒体間に配置され、前記可撓性シートは、
前記第３の円筒体の表面と接触することを特徴とする装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３の何れか１項に記載の装置において、前記細長い挟み込み部分に近接
して配置され、前記第１および第２の円筒体の前記長手軸に対してほぼ平行に延びるロッ
ド部材をさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の装置において、前記ロッド部材には、円筒形のロッドが含まれるこ
とを特等とする装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の装置において、前記円筒形のロッドは長手軸を有し、その長手軸の
まわりに回転できることを特徴とする装置。
【請求項１７】
　請求項１４乃至１６の何れか１項に記載の装置において、前記ロッド部材は、前記細長
い挟み込み部分に向かって前記ロッド部材を付勢するように構成されたスプリング部材と
動作可能に係合することを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７の何れか１項に記載の装置において、前記円筒体の少なくとも１つに
動作可能に連結されて、前記円筒体をそれらの長手軸のまわりに回転させる動力源をさら
に含むことを特徴とする装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の装置において、前記動力源は、前記円筒体を回転させ、前記細長い
挟み込み部分に沿って少なくとも２０ポンド／インチを発生させるのに十分なトルクを発
生させるように構成されることを特徴とする装置。
【請求項２０】
　請求項１乃至１９の何れか１項に記載の装置において、前記少なくとも１つの可撓性材
料シートには、互いに近接して配置された複数の可撓性材料シートが含まれることを特徴
とする装置。
【請求項２１】
　請求項請求項１乃至１９の何れか１項に記載の装置において、前記第２の方向で前記第
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１の円筒体の一部分に巻き付けられ、さらに、前記第１で前記第２の円筒体の一部分に巻
き付けられて、前記第１の円筒体が前記第１の方向に回転し、前記第２の円筒体が前記第
２の方向に回転するときに、少なくとも１つのさらなる細長い挟み込み部分が、前記第１
の円筒体との間に形成される少なくとも１つのさらなる可撓性材料シートをさらに含むこ
とを特徴とする装置。
【請求項２２】
　請求項１乃至１５の何れか１項に記載の装置において、前記可撓性シートは、前記第２
の円筒体の円周の少なくとも１２０°にわたって前記第２の円筒体の表面と接触すること
を特徴とする装置。
【請求項２３】
　動物から体毛または剛毛を除去する装置であって、
　長手軸を有する第１の円筒体と、
　長手軸を有する第２の円筒体と、
を含み、前記第１の円筒体および第２の円筒体は互いに近接して配置され、円筒体のそれ
ぞれの長手軸のまわりを反対方向に回転することができ、前記装置は、
　前記第１の円筒体の一部分に巻き付けられた第１の可撓性材料シートと、
　前記第２の円筒体の一部分に巻き付けられた第２の可撓性材料シートと、
をさらに含み、前記第１の可撓性シートおよび第２の可撓性は、前記第１および第２の円
筒体が、それらのそれぞれの長手軸のまわりを反対方向に回転するときに、前記第１およ
び第２の円筒体間に配置された物体に作用する引き抜き力を発生させる細長い挟み込み部
分を形成する噛合テクスチャ表面を有することを特徴とする装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の装置において、前記第１の円筒体および第２の円筒体のテクスチャ
表面は、噛合歯付き面であることを特徴とする装置。
【請求項２５】
　請求項２３または２４に記載の装置において、第３の円筒体をさらに含み、前記第１の
可撓性シートは、前記第１の円筒体と前記第３の円筒体との間でループを形成することを
特徴とする装置。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の装置において、第４の円筒体をさらに含み、前記第２の可撓性シー
トは、前記第２の円筒体と前記第４の円筒体との間でループを形成することを特徴とする
装置。
【請求項２７】
　請求項２３乃至２７の何れか１項に記載の装置において、前記円筒体の少なくとも１つ
に動作可能に連結されて、前記円筒体をそれらの長手軸のまわりに回転させる動力源をさ
らに含むことを特徴とする装置。
【請求項２８】
　請求項３１に記載の装置において、前記動力源は、前記円筒体を回転させ、前記細長い
挟み込み部分に沿って少なくとも２０ポンド／インチを発生させるのに十分なトルクを発
生させるように構成されることを特徴とする装置。
【請求項２９】
　動物から体毛または剛毛を除去する装置であって、
　実質的に平坦な剛性下側面と先導前縁部とを有する案内部材であって、前記先導前縁部
が、鋭角の底部部分と、前記先導前縁部から離れる方向に向けられた緩い曲面を含む上部
部分とを有する、案内部材と、
　少なくとも１つの把持面と、
を含み、前記把持面は回転自在に移動して、前記案内部材の上面と前記把持面との間に挟
み込み領域を形成するように前記緩い曲面に近接して進むことを特徴とする装置。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の装置において、前記少なくとも１つの把持面には、回転軸のまわり
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にほぼ等間隔に配置された複数の把持面が含まれることを特徴とする装置。
【請求項３１】
　請求項２９または３０に記載の装置において、前記少なくとも１つの把持面には、テク
スチャ表面が含まれることを特徴とする装置。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の装置において、前記テクスチャ表面には、テクスチャ金属面が含ま
れることを特徴とする装置。
【請求項３３】
　請求項２９乃至３２の何れか１項に記載の装置において、前記案内部材の前記上面には
、平滑な金属面が含まれることを特徴とする装置。
【請求項３４】
　動物の皮膚から体毛または剛毛を除去するのに適した装置であって、
　第１の円筒体と、
　第２の円筒体と、
を含み、
　前記第１の円筒体および第２の円筒体は、それらのそれぞれの長手軸のまわりを反対方
向に回転するときに、前記第１および第２の円筒体間に配置された物体に作用する引き抜
き力を発生させる細長い挟み込み部分を形成することができるように、互いに近接して配
置されることを特徴とする装置。


	header
	written-amendment

